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取り組みを発信しながら、
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最後まで住み慣れた地域で暮らし続ける
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住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙
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東松島市が2018年1月に開催し、意見交換した「地域支え合い研修会」（詳しくは2頁へ）

　3段階の基本研修と応用講座を実施し、基本研修871人、応用講座477人の計1,348人が受講しました。
生活支援コーディネーター養成研修の開催

　宮城県内外の生活支援コーディネーター及び協議体の
取り組みを発信する情報紙を隔月で発行したほか、事業説
明パンフレット（改訂版）を作成して配布しました。

情報紙「MIYAGIまちづくりと
地域支え合い」の発行

（1）各種団体と連携・協力し、市町村の介護予防・日常生活支援総合事業の円滑な実施に務めました。
（2）研修等への参加等情報収集・情報提供に務めました。その他

★講座8のプロセスを動画で見ることができます。
　宮城県大和町発！「宝物さがしから発表会までの運営手法」を学ぶ！
　https://youtu.be/5P-Btl5szqw

日 程会 場基本研修 受講者数
白石会場：白石市いきいきプラザ

仙台会場：宮城県本町第三分庁舎

大崎会場：宮城県大崎合同庁舎

東松島会場：矢本東市民センター

気仙沼会場：気仙沼市保健福祉事務所

仙台会場：仙台市福祉プラザ

仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：仙都会館

仙台会場：仙都会館

仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：仙都会館

5月19日（金）

6月1日（木）

6月2日（金）

6月22日（木）

6月23日（金）

10月5日（木）

7月11日（火）～12日（水）

11月14日（火）～15日（水）

8月9日（水）～10日（木）

2月5日（月）～6日（火）

9月7日（木）～8日（金）

3月8日（木）～9日（金）

1月18日（木）

46人

75人

62人

70人

105人

62人

70人

61人

69人

88人

58人

82人

23人

研修１

研修２

研修３

研修1-2

特別研修

初級研修

地域福祉コーディネート基礎・
実践研修

生活支援コーディネート
基礎・実践研修

「地域福祉コーディネート基礎・
実践研修」受講のための事前研修

生活支援コーディネーターの
上長の役割と実際

計420人

計131人

計157人

計140人

計23人

日 程会 場応用講座 受講者数

仙台会場：宮城県自治会館

大崎会場：大崎建設産業会館

川崎会場：川崎健康福祉センター

仙台会場：宮城県自治会館

栗原会場：栗原市市民活動支援センター

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：仙都会館

西宮市研修　仙台会場：仙都会館

宝塚市研修　仙台会場：仙都会館

中津市研修　仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：エスポールみやぎ

大和町で実施
   1月12日大和町「おらほのお宝発表会」
　　会　場：まほろばホール
　　参加者：460人/内町外参加者82人

7月4日（火）

7月25日（火）

9月12日（火）

9月13日（火）

10月3日（火）

2月26日（月）～27日（火）

8月17日（木）

11月2日（木）

11月16日（木）

12月15日（金）

1月16日（火）

2月14日（水）

11月30日（木）

第1回　8月29日（火）
第2回　10月4日（水）
第3回　10月30日（月）
第4回　1月12日（金）

45人

14人

33人

47人

21人

34人

34人

37人

30人

40人

47人

32人

35人

28人

講座1

講座５

講座６

講座３

地域支え合い活動の
発見の仕方・広げ方

講座◎実践編
地域の元気達人養成講座

有償サービスの立ち上げと運営の方法

住民主体で進める支え合いの
地域づくり

講座７ 生活支援コーディネーターの実践交流

講座８ 地域の支え合いの発見と
活性のための体験型講座

生活支援コーディネーターによる
実践報告＆事例検討

講座４ 協議体の立ち上げと運営の方法

講座２ 地域福祉コーディネート中堅研修

計59人

計101人

計34人

計34人

計37人

計30人

計119人

計35人

計28人
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秋田県 岩手県

福島県

宮城県
大衡村

宮城県山形県

秋田県 岩手県

福島県

宮城県
東松島市
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東
松
島
市
で
は
、２
０
１
７
年
度
か
ら

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
、第
１
層
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
人
、今
年
度

か
ら
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
２
人
配
置
し
ま
し
た
。日
常
生
活

圏
域
が
３
つ
あ
り
、業
務
量
や
人
的
状
況

を
勘
案
し
て
、第
１
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
第
２
層
の
１
つ
の
圏
域
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
同
市
社
協
の
地
域
福
祉
専
門
員
で
も

あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
は
、住
民
へ

の
個
別
支
援
に
加
え
、地
域
の
サ
ロ
ン
な

ど
に
毎
日
足
を
運
び
、「
芋
づ
る
式
で
い
ろ

い
ろ
な
活
動
が
見
え
て
く
る
」と
地
域
の

支
え
合
い
を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。集
い
の

場
な
ど
は
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
り
、

マ
ッ
プ
・
リ
ス
ト
化
し
て
、商
工
会
会
員
事

業
所
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
と
と
も

に
、「
東
松
島
市
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
地

域
活
動
一
覧
表
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
。地
域
の

活
動
な
ど
に
つ
い
て
住
民
が
意
見
交
換
を
す
る

「
地
域
支
え
合
い
研
修
会
」を
開
い
た
り
、「
支

え
合
い
に
つ
い
て
学
び
た
い
」と
い
う
住
民
の
声

に
応
え
る
べ
く
、夕
方
や
夜
に
開
か
れ
る
、あ
ち

こ
ち
の
自
治
会
単
位
の
集
会
に
参
加
し
て
、つ

な
が
り
の
た
い
せ
つ
さ
な
ど
を
改
め
て
説
明
し

て
い
ま
す
。第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
邉

英
人
さ
ん
は
、「
地
域
の
行
事
や
会
議
な
ど
の

場
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
を
伺
い
、そ
の

延
長
と
し
て
、支
え
合
い
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
す
。

　
17
年
９
月
に
は
、第
１
層
協
議
体
で
あ
る

「
東
松
島
市
地
域
支
え
合
い
推
進
委
員
会
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。市
、市
社
協
、J
A
、民
生
・

児
童
委
員
、介
護
事
業
所
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、ま
た
市
内
８
エ
リ
ア
に
設
立
さ
れ
て
い
る

　
大
衡
村
は
今
年
３
月
、
「
村
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
実
施
要
綱
」
を
定
め
、

第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
村
健
康
福
祉
課
の
保
健
師
、
遠
藤

美
紀
さ
ん
を
選
任
。
こ
れ
に
先
立
つ
１
、

２
月
に
は
、
同
課
が
住
民
向
け
の
「
支
え

合
い
懇
談
会
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
懇
談
会
に
は
、
村
内
の
全
14
行
政
区
か
ら
計

約
60
人
が
参
加
。
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
お
茶
飲
み
や
お
す
そ

分
け
と
い
っ
た
近
所
付
き
合
い
を
は
じ
め
、
地

域
行
事
、
住
民
自
治
、
サ
ロ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
趣
味
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
養
サ
ー
ク

ル
な
ど
日
常
の
暮
ら
し
の
な
か
の
交
流
や
集
い

の
場
を
抽
出
。
こ
れ
を
「
介
護
予
防
」
「
つ
な

が
り
」
「
生
き
が
い
」
「
見
守
り
」
「
支
え
合

い
」
と
い
っ
た
視
点
で
再
評
価
し
、
『
地
域
の

お
宝
』
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
は
懇
談
会
に
つ
い
て
、
「
回
覧
板

を
回
す
つ
い
で
に
声
が
け
を
し
て
見
守
っ
て
い

る
、
と
い
っ
た
話
で
『
こ
れ
も
お
宝
よ
ね
』
と

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
住
民
の
暮
ら
し
の
な
か

に
す
で
に
あ
る
支
え
合
い
の
実
践
を
、
む
し
ろ

私
た
ち
が
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
「
あ
る
程
度
定
例
的
に

開
催
で
き
れ
ば
、
こ
れ
を
事
実
上
の
協
議
体
と

位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
さ
ら

に
、
地
区
ご
と
に
ミ
ニ
懇
談
会
を
開
け
ば
、
第

２
層
協
議
体
に
も
な
り
得
る
」
と
の
展
望
を
示

し
ま
す
。

　
今
年
度
は
懇
談
会
を
継
続
す
る
ほ
か
、
そ
の

成
果
を
発
表
会
な
ど
で
〝
見
え
る
化
〞
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
第
１
層
協
議
体
は
、
既
設
の
村
介
護

保
険
運
営
委
員
会
が
そ
の
機
能
を
兼
ね
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
は
中
学
校
区
が

一
つ
だ
け
で
す
が
、
日
常
生
活
圏
は
「
行
政
区

か
、
さ
ら
に
小
さ
い
集
落
単
位
」
（
遠
藤
さ

ん
）
。
そ
の
実
態
を
踏
ま
え
た
２
層
圏
域
を
想

定
し
、
き
め
細
か
な
体
制
整
備
を
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
に
合
わ
せ
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
主
幹
級
職
員
２
人
を
体
制
整

備
担
当
と
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
密
接
に

連
携
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
担
当
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
事
務
局
業
務
や
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
に
携
わ
っ
て
き
た
関
内
恵
理
子
さ
ん
と
、
曽

根
淳
子
さ
ん
。

　
「
体
制
整
備
は
、
社
協
が
担
っ
て
き
た
〝
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
〞
と
重
な
る

部
分
が
多
い
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
従
来
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
関
内

さ
ん
）
。

　
当
面
は
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
〝
お
宝
〞
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
取
材
、
年
４
回

発
行
の
広
報
紙
「
お
お
ひ
ら
社
協
だ
よ
り
」
に

連
載
す
る
な
ど
、
住
民
活
動
の
発
掘
と
再
評

価
、
見
え
る
化
に
注
力
し
ま
す
。

　
住
民
・
社
協
・
行
政
の
新
た
な
協
働
が
始
ま

り
、
村
の
〝
お
宝
〞
が
輝
き
を
増
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
内
か
ら
推
薦
を
受
け

た
代
表
者
な
ど
、合
計
19
人
で
構
成
。仙
台
白

百
合
女
子
大
学
准
教
授
の
志
水
田
鶴
子
さ
ん

の
講
演
な
ど
に
よ
り
、支
え
合
い
や
協
議
体
の

あ
り
方
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、今

後
の
活
動
と
し
て
、第
１
層
協
議
体
で
は
、講

演
な
ど
を
行
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
計
画
中

で
す
。委
員
か
ら
の
提
案
を
も
と
に
、地
域
で
の

集
い
や
見
守
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
エ
リ
ア
ご
と
に
１
〜
２
組
ず
つ
発

表
し
、学
び
合
う
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、第
２
層
協
議
体
も
、状
況
に
応
じ
て

可
能
な
地
域
か
ら
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。そ

の
準
備
会
と
し
て
、活
動
や
肩
書
き
な
ど
に
こ

だ
わ
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
話
し
合
い
の
場
を
、今
後
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
エ
リ
ア
ご
と
に
設
け
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
高
齢
障
害
支
援
課
で
は
、「
住
民
一
人
ひ

と
り
が
望
む
普
通
の
暮
ら
し
を
ど
う
や
っ
て
丁

寧
に
支
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、支
援
の
裾
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
」と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま

す
。市
と
市
社
協
は
、従
来
か
ら
の
地
域
福
祉

の
推
進
の
取
り
組
み
と

連
動
さ
せ
な
が
ら
、そ

の
地
域
に
合
っ
た
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

と
と
も
に
、住
民
同
士

が
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

生
活
と
な
る
よ
う
、助

け
合
い
・
支
え
合
い
を

広
げ
る
仕
組
み
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

利 哲

市高齢障害支援課と市社会福祉協議会の皆さん
（手前が生活支援コーディネーターの３人）

支え合いについて住民に説明する
生活支援コーディネーター

社協だより（左）と地域活動一覧表

第２回支え合い懇談会（2018年2月１日）

生活支援体制整備を担当する村健康福祉課と村社会福祉協議会の皆さん

DATA
東松島市

新しい介護予防・
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　
生活支援体制
整備事業の実施
　

人口

高齢化率

40，025人

28.1％

2017年４月

2017年４月

（２０１８年３月31日時点）

DATA
大衡村

新しい介護予防・
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　
生活支援体制
整備事業の実施
　

人口

高齢化率

5,768人（1,999世帯）

28.8％

2017年４月

2018年３月

（２０１８年３月末時点）

（２０１８年３月末時点）
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２
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宮城県山形県

秋田県 岩手県

福島県

宮城県
大衡村

宮城県山形県

秋田県 岩手県

福島県

宮城県
東松島市

MIYAGI の今 30 MIYAGI の今 29

　
東
松
島
市
で
は
、２
０
１
７
年
度
か
ら

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
、第
１
層
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
人
、今
年
度

か
ら
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
２
人
配
置
し
ま
し
た
。日
常
生
活

圏
域
が
３
つ
あ
り
、業
務
量
や
人
的
状
況

を
勘
案
し
て
、第
１
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
第
２
層
の
１
つ
の
圏
域
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
同
市
社
協
の
地
域
福
祉
専
門
員
で
も

あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
は
、住
民
へ

の
個
別
支
援
に
加
え
、地
域
の
サ
ロ
ン
な

ど
に
毎
日
足
を
運
び
、「
芋
づ
る
式
で
い
ろ

い
ろ
な
活
動
が
見
え
て
く
る
」と
地
域
の

支
え
合
い
を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。集
い
の

場
な
ど
は
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
り
、

マ
ッ
プ
・
リ
ス
ト
化
し
て
、商
工
会
会
員
事

業
所
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
と
と
も

に
、「
東
松
島
市
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
地

域
活
動
一
覧
表
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
。地
域
の

活
動
な
ど
に
つ
い
て
住
民
が
意
見
交
換
を
す
る

「
地
域
支
え
合
い
研
修
会
」を
開
い
た
り
、「
支

え
合
い
に
つ
い
て
学
び
た
い
」と
い
う
住
民
の
声

に
応
え
る
べ
く
、夕
方
や
夜
に
開
か
れ
る
、あ
ち

こ
ち
の
自
治
会
単
位
の
集
会
に
参
加
し
て
、つ

な
が
り
の
た
い
せ
つ
さ
な
ど
を
改
め
て
説
明
し

て
い
ま
す
。第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
邉

英
人
さ
ん
は
、「
地
域
の
行
事
や
会
議
な
ど
の

場
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
を
伺
い
、そ
の

延
長
と
し
て
、支
え
合
い
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
す
。

　
17
年
９
月
に
は
、第
１
層
協
議
体
で
あ
る

「
東
松
島
市
地
域
支
え
合
い
推
進
委
員
会
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。市
、市
社
協
、J
A
、民
生
・

児
童
委
員
、介
護
事
業
所
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、ま
た
市
内
８
エ
リ
ア
に
設
立
さ
れ
て
い
る

　
大
衡
村
は
今
年
３
月
、
「
村
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
実
施
要
綱
」
を
定
め
、

第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
村
健
康
福
祉
課
の
保
健
師
、
遠
藤

美
紀
さ
ん
を
選
任
。
こ
れ
に
先
立
つ
１
、

２
月
に
は
、
同
課
が
住
民
向
け
の
「
支
え

合
い
懇
談
会
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
懇
談
会
に
は
、
村
内
の
全
14
行
政
区
か
ら
計

約
60
人
が
参
加
。
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
お
茶
飲
み
や
お
す
そ

分
け
と
い
っ
た
近
所
付
き
合
い
を
は
じ
め
、
地

域
行
事
、
住
民
自
治
、
サ
ロ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
趣
味
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
養
サ
ー
ク

ル
な
ど
日
常
の
暮
ら
し
の
な
か
の
交
流
や
集
い

の
場
を
抽
出
。
こ
れ
を
「
介
護
予
防
」
「
つ
な

が
り
」
「
生
き
が
い
」
「
見
守
り
」
「
支
え
合

い
」
と
い
っ
た
視
点
で
再
評
価
し
、
『
地
域
の

お
宝
』
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
は
懇
談
会
に
つ
い
て
、
「
回
覧
板

を
回
す
つ
い
で
に
声
が
け
を
し
て
見
守
っ
て
い

る
、
と
い
っ
た
話
で
『
こ
れ
も
お
宝
よ
ね
』
と

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
住
民
の
暮
ら
し
の
な
か

に
す
で
に
あ
る
支
え
合
い
の
実
践
を
、
む
し
ろ

私
た
ち
が
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
「
あ
る
程
度
定
例
的
に

開
催
で
き
れ
ば
、
こ
れ
を
事
実
上
の
協
議
体
と

位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
さ
ら

に
、
地
区
ご
と
に
ミ
ニ
懇
談
会
を
開
け
ば
、
第

２
層
協
議
体
に
も
な
り
得
る
」
と
の
展
望
を
示

し
ま
す
。

　
今
年
度
は
懇
談
会
を
継
続
す
る
ほ
か
、
そ
の

成
果
を
発
表
会
な
ど
で
〝
見
え
る
化
〞
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
第
１
層
協
議
体
は
、
既
設
の
村
介
護

保
険
運
営
委
員
会
が
そ
の
機
能
を
兼
ね
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
は
中
学
校
区
が

一
つ
だ
け
で
す
が
、
日
常
生
活
圏
は
「
行
政
区

か
、
さ
ら
に
小
さ
い
集
落
単
位
」
（
遠
藤
さ

ん
）
。
そ
の
実
態
を
踏
ま
え
た
２
層
圏
域
を
想

定
し
、
き
め
細
か
な
体
制
整
備
を
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
に
合
わ
せ
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
主
幹
級
職
員
２
人
を
体
制
整

備
担
当
と
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
密
接
に

連
携
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
担
当
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
事
務
局
業
務
や
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
に
携
わ
っ
て
き
た
関
内
恵
理
子
さ
ん
と
、
曽

根
淳
子
さ
ん
。

　
「
体
制
整
備
は
、
社
協
が
担
っ
て
き
た
〝
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
〞
と
重
な
る

部
分
が
多
い
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
従
来
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
関
内

さ
ん
）
。

　
当
面
は
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
〝
お
宝
〞
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
取
材
、
年
４
回

発
行
の
広
報
紙
「
お
お
ひ
ら
社
協
だ
よ
り
」
に

連
載
す
る
な
ど
、
住
民
活
動
の
発
掘
と
再
評

価
、
見
え
る
化
に
注
力
し
ま
す
。

　
住
民
・
社
協
・
行
政
の
新
た
な
協
働
が
始
ま

り
、
村
の
〝
お
宝
〞
が
輝
き
を
増
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
内
か
ら
推
薦
を
受
け

た
代
表
者
な
ど
、合
計
19
人
で
構
成
。仙
台
白

百
合
女
子
大
学
准
教
授
の
志
水
田
鶴
子
さ
ん

の
講
演
な
ど
に
よ
り
、支
え
合
い
や
協
議
体
の

あ
り
方
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、今

後
の
活
動
と
し
て
、第
１
層
協
議
体
で
は
、講

演
な
ど
を
行
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
計
画
中

で
す
。委
員
か
ら
の
提
案
を
も
と
に
、地
域
で
の

集
い
や
見
守
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
エ
リ
ア
ご
と
に
１
〜
２
組
ず
つ
発

表
し
、学
び
合
う
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、第
２
層
協
議
体
も
、状
況
に
応
じ
て

可
能
な
地
域
か
ら
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。そ

の
準
備
会
と
し
て
、活
動
や
肩
書
き
な
ど
に
こ

だ
わ
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
話
し
合
い
の
場
を
、今
後
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
エ
リ
ア
ご
と
に
設
け
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
高
齢
障
害
支
援
課
で
は
、「
住
民
一
人
ひ

と
り
が
望
む
普
通
の
暮
ら
し
を
ど
う
や
っ
て
丁

寧
に
支
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、支
援
の
裾
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
」と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま

す
。市
と
市
社
協
は
、従
来
か
ら
の
地
域
福
祉

の
推
進
の
取
り
組
み
と

連
動
さ
せ
な
が
ら
、そ

の
地
域
に
合
っ
た
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

と
と
も
に
、住
民
同
士

が
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

生
活
と
な
る
よ
う
、助

け
合
い
・
支
え
合
い
を

広
げ
る
仕
組
み
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

利 哲

市高齢障害支援課と市社会福祉協議会の皆さん
（手前が生活支援コーディネーターの３人）

支え合いについて住民に説明する
生活支援コーディネーター

社協だより（左）と地域活動一覧表

第２回支え合い懇談会（2018年2月１日）

生活支援体制整備を担当する村健康福祉課と村社会福祉協議会の皆さん

DATA
東松島市

新しい介護予防・
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　
生活支援体制
整備事業の実施
　

人口

高齢化率

40，025人

28.1％

2017年４月

2017年４月

（２０１８年３月31日時点）

DATA
大衡村

新しい介護予防・
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　
生活支援体制
整備事業の実施
　

人口

高齢化率

5,768人（1,999世帯）

28.8％

2017年４月

2018年３月

（２０１８年３月末時点）

（２０１８年３月末時点）
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大衡村
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〈15〉

北海道
弟子屈町

「お宝発見プロジェクト」が
照らす
体制整備の道筋

「お宝発見プロジェクト」が
照らす
体制整備の道筋 ◎北海道弟子屈町

〈15〉

「
連
携
会
議
」
で
方
向
性
示
す

既
存
の
集
い
の
場
も
「
協
議
体
」

利

　
大
型
連
休
前
の
４
月
27
日
午
後
、弟
子
屈
町

公
民
館
の
会
議
室
に
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
関
係
者
４
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
連
携

会
議
」を
開
く
た
め
で
す
。

　
４
人
の
顔
ぶ
れ
は
、
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
原
直
美
さ
ん
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
総
務
兼
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
長

で
、
第
一
層
協
議
体
委
員
長
を
務
め
る
佐
藤
康

弘
さ
ん
、町
福
祉
課
の
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括

支
援
係
長
の
加
賀
一
義
さ
ん
、
同
じ
く
地
域
包

括
支
援
係
主
査
で
保
健
師
の
丹
羽
真
弓
さ
ん
。

　
連
携
会
議
は
、文
字
ど
お
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
社
協
、行
政（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
担
当
）が
密
接
に
連
携
す
る
目
的
で
月

１
〜
２
回
開
か
れ
ま
す
。意
見
・
情
報
を
出
し

合
い
、認
識
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
町
と
し
て

の
体
制
整
備
の
方
向
性
を
確
認
。必
要
に
応
じ

て
修
正
を
加
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
協
議
体

DATA
北海道弟子屈町

新しい介護予防・
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　生活支援体制
整備事業の実施

人口

高齢化率

7,341人
（3,885世帯）

38.4％

2017年４月

　2016年11月

※２０１8年3月末時点

※２０１8年3月末時点

の
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
町
社
協
の
佐
藤
さ
ん
は
、次
の
よ
う
に
説
明

し
ま
す
。「
連
携
会
議
が
体
制
整
備
を
牽
引
し

て
い
く
と
い
う
か
、協
議
体
と
歩
調
を
合
わ
せ

つ
つ
、地
域
づ
く
り
の
方
向
性
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
。私
た
ち
は
そ
の
方
向
性
を
常
に
点
検
、

検
討
し
て
い
る
。協
議
体
や
地
域
づ
く
り
の
介

添
人
の
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
」。

　
こ
の
日
の
連
携
会
議
は
、今
年
度
第
１
回

目
。前
年
度
の
振
り
返
り
と
今
後
の
体
制
整
備

の
進
め
方
、６
月
末
ご
ろ
の
開
催
を
見
込
む
年

度
初
の
第
１
層
協
議
体
の
議
題
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、町
が
前
年
度
実
施
し

た「
お
宝
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
成
果
を
ど
う

生
か
し
、継
続
・
発
展
さ
せ
る
か
が
焦
点
の
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、日
常
的
に
お
茶
飲
み
や

お
す
そ
分
け
を
す
る
生
活
文
化
や
、ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
を
近
所
同
士
で
助
け
合
っ
て
解

消
し
て
し
ま
う
住
民
関
係
を
地
域
踏
査
で
発

掘
。そ
れ
ら
を
介
護
予
防
や
社
会
的
孤
立
の
防

止
に
役
立
つ『
お
宝
』と
位
置
付
け
ま
す
。さ
ら

に
、そ
の
具
体
事
例
を
冊
子
に
ま
と
め
、「
お
宝

自
慢
発
表
会
」を
開
催
し
て『
見
え
る
化
』し
ま

す
。第
１
回
発
表
会
は
３
月
30
日
、町
の
釧
路

圏
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、住
民

約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
保
健
師
の
丹
羽
さ
ん
は
、一
連
の
取
り
組
み

を
評
し
て
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
お
茶
飲
み
や

近
所
づ
き
合
い
の
な
か
で
支
え
合
っ
て
い
る
こ

と
、そ
れ
が
高
齢
で
も
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
る

の
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、住
民
は
す
で

に
感
じ
取
っ
て
い
る
。だ
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
の
概
念
的
な
話
よ
り
、実
際
に
お
茶
飲
み

を
し
て
支
え
合
っ
て
い
る
人
た
ち
の
事
例
の

ほ
う
が
聞
い
て
腑
に
落
ち
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
で
、お
茶
飲
み
と
体
制
整
備
の
関
連

性
に
つ
い
て
理
解
が
促
さ
れ
た
し
、暮
ら
し

や
す
い
地
域
づ
く
り
へ
の
機
運
を
高
め
る
こ

と
も
で
き
た
」。

　
体
制
整
備
の
開
始
当
初
、そ
の
方
向
性
は

今
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。「
と
に
か
く
住
民

の
困
り
ご
と
を
解
決
す
べ
く
、生
活
課
題
を

抽
出
し
、住
民
主
体
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
」（
佐
藤
さ
ん
）。

　
体
制
整
備
は
２
０
１
６
年
11
月
、第
１
層

の
協
議
体
結
成
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
で
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
に
先

立
つ
15
年
12
月
〜
16
年
７
月
、町
と
町
社
協

が
８
回
に
わ
た
っ
て
介
護
・
福
祉
や
地
域
お

こ
し
の
関
係
者
を
集
め
、勉
強
会
を
開
い
て
い

ま
す
。暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
実
現
に「
こ
ん
な

の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
テ
ー
マ
に
意
見
を
出

し
合
い
、住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、そ
の
結
果
か
ら
地
域
の

生
活
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
流
れ
を
受
け
て
体
制
整
備
が
ス
タ
ー

ト
、協
議
体
は
17
年
６
月
ま
で
計
３
回
開
か
れ

ま
し
た
が
、話
し
合
い
は
足
踏
み
状
態
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
原
さ
ん

は
、当
時
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。「
こ
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
と
い
う
話
を
し
て
も
結

局
、資
金
も
人
材
も
な
い
、住
民
主
体
で
は
無

理
と
い
う
こ
と
で
議
論
が
停
滞
し
た
。住
民

ニ
ー
ズ
を
洗
い
出
し
て
生
活
支
援
の
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
発
想
に
と
ら

わ
れ
過
ぎ
て
い
た
」。

　
打
開
策
と
し
て
、連
携
会
議
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
案
し
ま
し
た
。そ
の
骨
子
は「
不
足
を

探
し
て
穴
埋
め
す
る
」か
ら「
あ
る
も
の（
お

宝
）を
見
つ
け
て
生
か
す
」へ
の
転
換
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
さ
れ
た
冊
子
に
、90

歳
の
ひ
と
り
暮
ら
し
女
性
の
記
事
が
載
っ
て
い

ま
す
。女
性
は
地
域
の
サ
ロ
ン
や
介
護
予
防

サ
ー
ク
ル
に
通
う
一
方
、日
々
畑
仕
事
に
精
を

出
し
、近
所
に
野
菜
や
手
料
理
を
お
す
そ
分
け

し
、と
き
に
は
友
人
た
ち
と
買
い
も
の
や
お
茶

飲
み
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。自
分
を
取
り
巻
く

人
の
輪
の
な
か
で
、ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
、

た
と
え
ば
移
動
や
買
い
も
の
、自
宅
の
除
雪
な

ど
を
解
決
し
て
い
ま
す
。そ
の
暮
ら
し
の
あ
り

方
が
お
宝
と
い
う
わ
け
で
す
。

　「
今
年
度
以
降
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
、

地
域
に
入
っ
て
お
宝
を
発
掘
、見
え
る
化
と
周

知
を
進
め
た
い
。協
議
体
で
の
議
論
は
当
面
、お

宝
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
と
い
っ
た
方
向
に
な

る
と
思
う
」（
藤
原
さ
ん
）。

　
お
宝
の
発
掘
で
は
、自
治
会
・
町
内
会
を
は

じ
め
、老
人
ク
ラ
ブ
、趣
味
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・

教
養
サ
ー
ク
ル
、各
種
サ
ロ
ン
、さ
ら
に
は
数
人

の
お
茶
飲
み
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
集
い
の
場

に
入
っ
て
行
き
ま
す
。

　
連
携
会
議
は
、こ
う
し
た
集
い
の
場
を
日
常

生
活
圏
の
協
議
体
と
見
な
す
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。「
取
材
と
並
行
し
て
、お
宝
を
た
い
せ

つ
に
す
る
地
域
づ
く
り
を
話
し
合
え
る
よ
う
に

し
た
い
」（
藤
原
さ
ん
）。

　
同
町
は
特
に
高
齢
住
民
の
介
護
予
防
活
動

が
盛
ん
で
、65
歳
以
上
人
口
の
１
割
近
く
が
何

ら
か
の
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま

す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
そ
こ
に
赴
き
、お
宝

の
説
明
と
取
材
を
行
う
こ
と
は
、そ
の
場
を
小

さ
な
協
議
体
に
変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。介
護

予
防
の
向
こ
う
側
に
あ
る
住
民
同
士
の
日
常
的

な
支
え
合
い
が
垣
間
見
え
、介
護
予
防
活
動
が

健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
支
え
合
う
仲
間
づ

く
り
に
な
る
こ
と
も
判
明
し
ま
す
。そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
人
は
、介
護
予
防
だ
け
で
は
な
い

サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
か
ら
の
転
換

サ
ー
ク
ル
活
動
の
意
義
と
、日
常
の
何
気
な
い

支
え
合
い
の
価
値
を
明
確
に
意
識
し
ま
す
。こ

う
し
た
効
果
は
、前
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
は
２
中
学
校
区
、５
小
学
校
区
、63
行

政
区
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
区
割
り
で
第

２
層
の
圏
域
設
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。第
２
層

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
計
画
も
あ
り

ま
せ
ん
。「
将
来
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
増

員
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、圏
域
で
役
割
を

分
担
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」（
丹
羽

さ
ん
）。「
層
や
地
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
活
動
し
た

い
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
複
数
に
な
る
場
合

は
、違
う
得
意
分
野
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
い
。

介
護
の
経
験
が
あ
る
と
か
、生
涯
学
習
の
分
野

に
明
る
い
と
か
」（
藤
原
さ
ん
）。

　
藤
原
さ
ん
自
身
は
、夫
と
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

を
経
営
す
る
傍
ら
、観
光
を
基
軸
に
し
た
地
域

お
こ
し
や
高
齢
・
障
害
者
の
観
光
サ
ポ
ー
ト
、

障
害
者
と
健
常
者
が
と
も
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。自

ら
を「
普
通
の
主
婦
」と
言
い
ま
す
が
、周
囲
か

ら
は「
地
域
づ
く
り
の
活
動
家
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
同
町
の
体
制
整
備
の
最
初
の
成
果
は
、行

政
・
社
協
・
活
動
家
の
連
携
を
築
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。続
い
て
、試
行
錯
誤
の
末
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
生
み
出
し
、お
宝
に
光
を
当
て
ま
し
た
。

そ
の
輝
き
が
、最
終
目
標
で
あ
る「
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
」へ
の
道
の
り
を
優
し
く
照

ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

生活支援体制整備の連携会議。右奥が生活支援コーディネーター（2018年4月27日）

【
弟
子
屈
町
】

　
北
海
道
東
部
の
内
陸
に
位
置
し
、
総
面
積

の
６
割
以
上
が
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
内
。
摩

周
湖
や
屈
斜
路
湖
な
ど
の
湖
沼
と
森
林
が
織

り
な
す
景
観
美
や
多
様
な
動
植
物
、
豊
富
な

温
泉
で
知
ら
れ
る
。
２
０
１
６
年
度
の
観
光

客
入
込
数
は
91
万
人
。
住
民
主
体
の
介
護
予

防
活
動
が
盛
ん
で
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
、

ガ
ン
バ
ル
ー
ン
体
操
、
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
な

ど
を
行
う
団
体
は
26
団
体
、
参
加
者
は
計
約

２
６
０
人
で
65
歳
以
上
人
口
の
１
割
近
く
に

達
す
る
（
18
年
４
月
時
点
）。

た
ん  

ば

て  
し  

か
が
ち
ょ
う

4MIYAGI まちづくりと地域支え合い vol.16



〈15〉

北海道
弟子屈町

「お宝発見プロジェクト」が
照らす
体制整備の道筋

「お宝発見プロジェクト」が
照らす
体制整備の道筋 ◎北海道弟子屈町

〈15〉

「
連
携
会
議
」
で
方
向
性
示
す

既
存
の
集
い
の
場
も
「
協
議
体
」

利

　
大
型
連
休
前
の
４
月
27
日
午
後
、弟
子
屈
町

公
民
館
の
会
議
室
に
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
関
係
者
４
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
連
携

会
議
」を
開
く
た
め
で
す
。

　
４
人
の
顔
ぶ
れ
は
、
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
原
直
美
さ
ん
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
総
務
兼
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
長

で
、
第
一
層
協
議
体
委
員
長
を
務
め
る
佐
藤
康

弘
さ
ん
、町
福
祉
課
の
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括

支
援
係
長
の
加
賀
一
義
さ
ん
、
同
じ
く
地
域
包

括
支
援
係
主
査
で
保
健
師
の
丹
羽
真
弓
さ
ん
。

　
連
携
会
議
は
、文
字
ど
お
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
社
協
、行
政（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
担
当
）が
密
接
に
連
携
す
る
目
的
で
月

１
〜
２
回
開
か
れ
ま
す
。意
見
・
情
報
を
出
し

合
い
、認
識
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
町
と
し
て

の
体
制
整
備
の
方
向
性
を
確
認
。必
要
に
応
じ

て
修
正
を
加
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
協
議
体

DATA
北海道弟子屈町

新しい介護予防・
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　生活支援体制
整備事業の実施

人口

高齢化率

7,341人
（3,885世帯）

38.4％

2017年４月

　2016年11月

※２０１8年3月末時点

※２０１8年3月末時点

の
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
町
社
協
の
佐
藤
さ
ん
は
、次
の
よ
う
に
説
明

し
ま
す
。「
連
携
会
議
が
体
制
整
備
を
牽
引
し

て
い
く
と
い
う
か
、協
議
体
と
歩
調
を
合
わ
せ

つ
つ
、地
域
づ
く
り
の
方
向
性
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
。私
た
ち
は
そ
の
方
向
性
を
常
に
点
検
、

検
討
し
て
い
る
。協
議
体
や
地
域
づ
く
り
の
介

添
人
の
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
」。

　
こ
の
日
の
連
携
会
議
は
、今
年
度
第
１
回

目
。前
年
度
の
振
り
返
り
と
今
後
の
体
制
整
備

の
進
め
方
、６
月
末
ご
ろ
の
開
催
を
見
込
む
年

度
初
の
第
１
層
協
議
体
の
議
題
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、町
が
前
年
度
実
施
し

た「
お
宝
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
成
果
を
ど
う

生
か
し
、継
続
・
発
展
さ
せ
る
か
が
焦
点
の
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、日
常
的
に
お
茶
飲
み
や

お
す
そ
分
け
を
す
る
生
活
文
化
や
、ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
を
近
所
同
士
で
助
け
合
っ
て
解

消
し
て
し
ま
う
住
民
関
係
を
地
域
踏
査
で
発

掘
。そ
れ
ら
を
介
護
予
防
や
社
会
的
孤
立
の
防

止
に
役
立
つ『
お
宝
』と
位
置
付
け
ま
す
。さ
ら

に
、そ
の
具
体
事
例
を
冊
子
に
ま
と
め
、「
お
宝

自
慢
発
表
会
」を
開
催
し
て『
見
え
る
化
』し
ま

す
。第
１
回
発
表
会
は
３
月
30
日
、町
の
釧
路

圏
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、住
民

約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
保
健
師
の
丹
羽
さ
ん
は
、一
連
の
取
り
組
み

を
評
し
て
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
お
茶
飲
み
や

近
所
づ
き
合
い
の
な
か
で
支
え
合
っ
て
い
る
こ

と
、そ
れ
が
高
齢
で
も
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
る

の
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、住
民
は
す
で

に
感
じ
取
っ
て
い
る
。だ
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
の
概
念
的
な
話
よ
り
、実
際
に
お
茶
飲
み

を
し
て
支
え
合
っ
て
い
る
人
た
ち
の
事
例
の

ほ
う
が
聞
い
て
腑
に
落
ち
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
で
、お
茶
飲
み
と
体
制
整
備
の
関
連

性
に
つ
い
て
理
解
が
促
さ
れ
た
し
、暮
ら
し

や
す
い
地
域
づ
く
り
へ
の
機
運
を
高
め
る
こ

と
も
で
き
た
」。

　
体
制
整
備
の
開
始
当
初
、そ
の
方
向
性
は

今
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。「
と
に
か
く
住
民

の
困
り
ご
と
を
解
決
す
べ
く
、生
活
課
題
を

抽
出
し
、住
民
主
体
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
」（
佐
藤
さ
ん
）。

　
体
制
整
備
は
２
０
１
６
年
11
月
、第
１
層

の
協
議
体
結
成
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
で
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
に
先

立
つ
15
年
12
月
〜
16
年
７
月
、町
と
町
社
協

が
８
回
に
わ
た
っ
て
介
護
・
福
祉
や
地
域
お

こ
し
の
関
係
者
を
集
め
、勉
強
会
を
開
い
て
い

ま
す
。暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
実
現
に「
こ
ん
な

の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
テ
ー
マ
に
意
見
を
出

し
合
い
、住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、そ
の
結
果
か
ら
地
域
の

生
活
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
流
れ
を
受
け
て
体
制
整
備
が
ス
タ
ー

ト
、協
議
体
は
17
年
６
月
ま
で
計
３
回
開
か
れ

ま
し
た
が
、話
し
合
い
は
足
踏
み
状
態
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
原
さ
ん

は
、当
時
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。「
こ
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
と
い
う
話
を
し
て
も
結

局
、資
金
も
人
材
も
な
い
、住
民
主
体
で
は
無

理
と
い
う
こ
と
で
議
論
が
停
滞
し
た
。住
民

ニ
ー
ズ
を
洗
い
出
し
て
生
活
支
援
の
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
発
想
に
と
ら

わ
れ
過
ぎ
て
い
た
」。

　
打
開
策
と
し
て
、連
携
会
議
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
案
し
ま
し
た
。そ
の
骨
子
は「
不
足
を

探
し
て
穴
埋
め
す
る
」か
ら「
あ
る
も
の（
お

宝
）を
見
つ
け
て
生
か
す
」へ
の
転
換
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
さ
れ
た
冊
子
に
、90

歳
の
ひ
と
り
暮
ら
し
女
性
の
記
事
が
載
っ
て
い

ま
す
。女
性
は
地
域
の
サ
ロ
ン
や
介
護
予
防

サ
ー
ク
ル
に
通
う
一
方
、日
々
畑
仕
事
に
精
を

出
し
、近
所
に
野
菜
や
手
料
理
を
お
す
そ
分
け

し
、と
き
に
は
友
人
た
ち
と
買
い
も
の
や
お
茶

飲
み
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。自
分
を
取
り
巻
く

人
の
輪
の
な
か
で
、ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
、

た
と
え
ば
移
動
や
買
い
も
の
、自
宅
の
除
雪
な

ど
を
解
決
し
て
い
ま
す
。そ
の
暮
ら
し
の
あ
り

方
が
お
宝
と
い
う
わ
け
で
す
。

　「
今
年
度
以
降
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
、

地
域
に
入
っ
て
お
宝
を
発
掘
、見
え
る
化
と
周

知
を
進
め
た
い
。協
議
体
で
の
議
論
は
当
面
、お

宝
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
と
い
っ
た
方
向
に
な

る
と
思
う
」（
藤
原
さ
ん
）。

　
お
宝
の
発
掘
で
は
、自
治
会
・
町
内
会
を
は

じ
め
、老
人
ク
ラ
ブ
、趣
味
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・

教
養
サ
ー
ク
ル
、各
種
サ
ロ
ン
、さ
ら
に
は
数
人

の
お
茶
飲
み
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
集
い
の
場

に
入
っ
て
行
き
ま
す
。

　
連
携
会
議
は
、こ
う
し
た
集
い
の
場
を
日
常

生
活
圏
の
協
議
体
と
見
な
す
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。「
取
材
と
並
行
し
て
、お
宝
を
た
い
せ

つ
に
す
る
地
域
づ
く
り
を
話
し
合
え
る
よ
う
に

し
た
い
」（
藤
原
さ
ん
）。

　
同
町
は
特
に
高
齢
住
民
の
介
護
予
防
活
動

が
盛
ん
で
、65
歳
以
上
人
口
の
１
割
近
く
が
何

ら
か
の
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま

す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
そ
こ
に
赴
き
、お
宝

の
説
明
と
取
材
を
行
う
こ
と
は
、そ
の
場
を
小

さ
な
協
議
体
に
変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。介
護

予
防
の
向
こ
う
側
に
あ
る
住
民
同
士
の
日
常
的

な
支
え
合
い
が
垣
間
見
え
、介
護
予
防
活
動
が

健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
支
え
合
う
仲
間
づ

く
り
に
な
る
こ
と
も
判
明
し
ま
す
。そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
人
は
、介
護
予
防
だ
け
で
は
な
い

サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
か
ら
の
転
換

サ
ー
ク
ル
活
動
の
意
義
と
、日
常
の
何
気
な
い

支
え
合
い
の
価
値
を
明
確
に
意
識
し
ま
す
。こ

う
し
た
効
果
は
、前
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
は
２
中
学
校
区
、５
小
学
校
区
、63
行

政
区
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
区
割
り
で
第

２
層
の
圏
域
設
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。第
２
層

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
計
画
も
あ
り

ま
せ
ん
。「
将
来
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
増

員
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、圏
域
で
役
割
を

分
担
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」（
丹
羽

さ
ん
）。「
層
や
地
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
活
動
し
た

い
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
複
数
に
な
る
場
合

は
、違
う
得
意
分
野
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
い
。

介
護
の
経
験
が
あ
る
と
か
、生
涯
学
習
の
分
野

に
明
る
い
と
か
」（
藤
原
さ
ん
）。

　
藤
原
さ
ん
自
身
は
、夫
と
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

を
経
営
す
る
傍
ら
、観
光
を
基
軸
に
し
た
地
域

お
こ
し
や
高
齢
・
障
害
者
の
観
光
サ
ポ
ー
ト
、

障
害
者
と
健
常
者
が
と
も
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。自

ら
を「
普
通
の
主
婦
」と
言
い
ま
す
が
、周
囲
か

ら
は「
地
域
づ
く
り
の
活
動
家
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
同
町
の
体
制
整
備
の
最
初
の
成
果
は
、行

政
・
社
協
・
活
動
家
の
連
携
を
築
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。続
い
て
、試
行
錯
誤
の
末
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
生
み
出
し
、お
宝
に
光
を
当
て
ま
し
た
。

そ
の
輝
き
が
、最
終
目
標
で
あ
る「
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
」へ
の
道
の
り
を
優
し
く
照

ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

生活支援体制整備の連携会議。右奥が生活支援コーディネーター（2018年4月27日）

【
弟
子
屈
町
】

　
北
海
道
東
部
の
内
陸
に
位
置
し
、
総
面
積

の
６
割
以
上
が
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
内
。
摩

周
湖
や
屈
斜
路
湖
な
ど
の
湖
沼
と
森
林
が
織

り
な
す
景
観
美
や
多
様
な
動
植
物
、
豊
富
な

温
泉
で
知
ら
れ
る
。
２
０
１
６
年
度
の
観
光

客
入
込
数
は
91
万
人
。
住
民
主
体
の
介
護
予

防
活
動
が
盛
ん
で
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
、

ガ
ン
バ
ル
ー
ン
体
操
、
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
な

ど
を
行
う
団
体
は
26
団
体
、
参
加
者
は
計
約

２
６
０
人
で
65
歳
以
上
人
口
の
１
割
近
く
に

達
す
る
（
18
年
４
月
時
点
）。

た
ん  

ば

て  

し  

か
が
ち
ょ
う
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2017年度　宮城県地域支え合い ・  生活支援推進連絡会議の活動報告2017年度　宮城県地域支え合い ・  生活支援推進連絡会議の活動報告

　普及啓発や情報交換を行うため、行政、職能団体及び事業者団体等で構成される
連絡会議を開催しました。

　連絡会議の進行管理等について審議し決定するため、毎月1回開催しました。

連絡会議の開催

　介護予防・日常生活支援総合事業及び生活支援体制整備事業の円滑な実施を推進するため、セミナーを開催しま
した。

セミナーの開催

2回

1回

運営委員会 12回

（1）県内市町村の実態を把握するとともに、情報提供や助言を行う
ため、アドバイザーを派遣しました。

（2）市町村の現状・実態把握のため、アドバイザー同伴で訪問・ヒア
リングを実施しました。

市町村への情報提供及び助言

17市町35回

１町１回

（3）市町村の現状・実態把握のため、連絡会議事務局が訪問・ヒアリ
ングを実施しました。 35市町村71回

　県内高齢者圏域ごとを基本に、生活支援コーディネーターの活動や地域包括ケ
アを展開するための地域づくりについて、運営委員・行政職員・生活支援コーディ
ネーター任命（予定含む）者等とともに意見交換を行いました。

情報交換会の開催 全2回

宮城県山形県

秋田県 岩手県

福島県

登米市

松島町
塩竈市

大郷町

亘理町

山元町

丸森町

角田市

大河原町

南三陸町

涌谷町
女川町

多賀城市

（1回）

（2回）

（2回）（2回）

（1回）

（6回）

（8回）

（1回）

（2回）

（1回）
（1回）

（1回）

（1回）

（1回）

美里町
（2回）

（1回）

（1回）

（3回）仙台市

川崎町

栗原市

○市町村訪問状況について
○アドバイザー（運営委員）派遣状況について
○生活支援コーディネーター養成研修及び応用研修について
○情報紙について
○情報交換会について
○セミナーについて　等

運営委員
13人ほか

県庁保健福祉部会議室
仙台ビジネスホテル
TKPガーデンシティ仙台

ホテル白萩

日　時 開催場所 出席人数 内容

宮城県内の地域支え合いと生活支援の取り組みを推進するため、2015年10月に県が　　　　発足させた「宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議」の昨年度の活動を報告します。

○2017年度事業計画説明
○基調講演
　「地域包括ケアを展開するするための地域づくりの重要性」
　講師　宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議　運営委員会委員長　　
　　　　　東北こども福祉専門学院　副学院長　大坂　純　氏
○話題提供　「移動支援の現状について」
　講師　特定非営利活動法人　移動サービスネットワークみやぎ
　　　　　理事長　坂井　正義　氏

○2017年度活動経過報告
○2018年度事業概要説明
○情報交換

147人

36人

TKP
ガーデンシティ仙台
（ホール30A）

ホテル白萩
（萩の間）

6月9日（金）
13:00～14:15

2月8日（木）
13:00～15:00

第１回

第２回

日　時 開催場所 出席人数 内容

13日
11日
9日
20日
17日
28日

4月
5月
6月
7月
8月
9月

（木）
（木）
（金）
（木）
（水）
（木）

10月
11月
12月
1月
2月
3月

（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）

美里町
仙台市泉区
塩竈市
松島町
丸森町
南三陸町
栗原市
栗原市
女川町
涌谷町
塩竈市

仙台市青葉区
亘理町
栗原市

仙台市泉区
栗原市
松島町

仙台市泉区
角田市
大河原町
仙台市泉区
栗原市
山元町
多賀城市
川崎町
栗原市

仙台市泉区
仙台市泉区
大郷町
丸森町
登米市
塩竈市
登米市
美里町

仙台市泉区

講演
講演
講演
講演
講演
講演

講演／演習
講演／演習
講演／講評
講演
助言
講演
講演

演習／助言
講演／演習
講演／演習
講演／演習
講演

講演／演習
演習
講演
講演
助言
講演
講演
講演

講演／演習
講評／助言
講演

講演／演習
講演／講評
講評／助言
講演／講評
講演／講評
講演

（1）
（1）

（5）
 
 

（2）
 
（2）

 
（3）

 
 
（4）
 
 
 
（4）

 
 
（3）

（6）

 
 

(4)
 

5月
6月

7月
 
 

8月
 
9月

 
10月

 
 
11月
 
 
 
12月

 
 
1月
 

2月

 

3月
 
 
 

派遣先派遣月（回数） 内容

助言柴田町（1）6月
訪問先訪問月 内容

ヒアリング35市町村通年

訪問先訪問月 内容

第2回　宮城発これからの福祉を考える全国セミナー
○第1部　被災者支援から地域づくりへ
　【事例発表とディスカッション】
　～被災者支援から地域づくりへどのように展開されてきたのか～
○第2部　10年後、20年後を見据えた地域づくり
　【その1　県内市町村の取組】
　　～県内35市町村、全部お見せします。市町村の取組を映像で
　　紹介！～

　【その2　事例紹介】
　　10年後、20年後を見据えた地域づくり
　　～支え合いの体制づくりを継続・発展させていくために～
○第3部　地域づくりを支援する国・県の取組
　【ディスカッション】
　　～市町村を支援する県の役割と10年後、20年後を見据えた
　　今後の展開について～

539人
仙台市太白区
文化センター

（楽楽楽ホール）

1月26日（金）
10:20～16:50

第１回

日　時 開催場所 出席人数 内容

（ 本 紙 第
15号に報
告記事）

19日
16日
14日
18日
8日
15日

第1回

圏域実施日 開催場所（アドバイザー派遣）出席人数 内　容

○趣旨説明
　「多様な主体が参画した地域の支え合い体制づくりを推進
するために」
○情報交換（グループワーク）
　事前調査結果をもとに、新しい総合事業の実施状況や生活支援
体制整備の進捗状況、協議体と生活支援コーディネーターの役
割、地域課題と生活支援の充実に向けた取り組み、関係機関と
の連携について意見交換を行いました。
○発表・講評
　宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議　運営委員会委員

全圏域 135人

57人

TKPガーデンシティ仙台
(運営委員10人)

宮城県大河原合同庁舎
(運営委員5人)

６月 ９日（金）

仙南
仙台（岩沼）10月26日（木）

80人宮城県仙台合同庁舎
(運営委員5人)第2回

仙台（塩竈）
仙台（黒川）10月27日（金）

79人宮城県登米合同庁舎
(運営委員4人)

石巻
登米

大崎・栗原
気仙沼・本吉

11月 9日（木）

1

2

3

4

5
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2017年度　宮城県地域支え合い ・  生活支援推進連絡会議の活動報告2017年度　宮城県地域支え合い ・  生活支援推進連絡会議の活動報告

　普及啓発や情報交換を行うため、行政、職能団体及び事業者団体等で構成される
連絡会議を開催しました。

　連絡会議の進行管理等について審議し決定するため、毎月1回開催しました。

連絡会議の開催

　介護予防・日常生活支援総合事業及び生活支援体制整備事業の円滑な実施を推進するため、セミナーを開催しま
した。

セミナーの開催

2回

1回

運営委員会 12回

（1）県内市町村の実態を把握するとともに、情報提供や助言を行う
ため、アドバイザーを派遣しました。

（2）市町村の現状・実態把握のため、アドバイザー同伴で訪問・ヒア
リングを実施しました。

市町村への情報提供及び助言

17市町35回

１町１回

（3）市町村の現状・実態把握のため、連絡会議事務局が訪問・ヒアリ
ングを実施しました。 35市町村71回

　県内高齢者圏域ごとを基本に、生活支援コーディネーターの活動や地域包括ケ
アを展開するための地域づくりについて、運営委員・行政職員・生活支援コーディ
ネーター任命（予定含む）者等とともに意見交換を行いました。

情報交換会の開催 全2回

宮城県山形県

秋田県 岩手県

福島県

登米市

松島町
塩竈市

大郷町

亘理町

山元町

丸森町

角田市

大河原町

南三陸町

涌谷町
女川町

多賀城市

（1回）

（2回）

（2回）（2回）

（1回）

（6回）

（8回）

（1回）

（2回）

（1回）
（1回）

（1回）

（1回）

（1回）

美里町
（2回）

（1回）

（1回）

（3回）仙台市

川崎町

栗原市

○市町村訪問状況について
○アドバイザー（運営委員）派遣状況について
○生活支援コーディネーター養成研修及び応用研修について
○情報紙について
○情報交換会について
○セミナーについて　等

運営委員
13人ほか

県庁保健福祉部会議室
仙台ビジネスホテル
TKPガーデンシティ仙台

ホテル白萩

日　時 開催場所 出席人数 内容

宮城県内の地域支え合いと生活支援の取り組みを推進するため、2015年10月に県が　　　　発足させた「宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議」の昨年度の活動を報告します。

○2017年度事業計画説明
○基調講演
　「地域包括ケアを展開するするための地域づくりの重要性」
　講師　宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議　運営委員会委員長　　
　　　　　東北こども福祉専門学院　副学院長　大坂　純　氏
○話題提供　「移動支援の現状について」
　講師　特定非営利活動法人　移動サービスネットワークみやぎ
　　　　　理事長　坂井　正義　氏

○2017年度活動経過報告
○2018年度事業概要説明
○情報交換

147人

36人

TKP
ガーデンシティ仙台
（ホール30A）

ホテル白萩
（萩の間）

6月9日（金）
13:00～14:15

2月8日（木）
13:00～15:00

第１回

第２回

日　時 開催場所 出席人数 内容

13日
11日
9日
20日
17日
28日

4月
5月
6月
7月
8月
9月

（木）
（木）
（金）
（木）
（水）
（木）

10月
11月
12月
1月
2月
3月

（木）
（木）
（木）
（木）
（木）
（木）

美里町
仙台市泉区
塩竈市
松島町
丸森町
南三陸町
栗原市
栗原市
女川町
涌谷町
塩竈市

仙台市青葉区
亘理町
栗原市
仙台市泉区
栗原市
松島町
仙台市泉区
角田市
大河原町
仙台市泉区
栗原市
山元町
多賀城市
川崎町
栗原市
仙台市泉区
仙台市泉区
大郷町
丸森町
登米市
塩竈市
登米市
美里町
仙台市泉区

講演
講演
講演
講演
講演
講演

講演／演習
講演／演習
講演／講評
講演
助言
講演
講演

演習／助言
講演／演習
講演／演習
講演／演習
講演

講演／演習
演習
講演
講演
助言
講演
講演
講演

講演／演習
講評／助言
講演

講演／演習
講演／講評
講評／助言
講演／講評
講演／講評
講演

（1）
（1）

（5）
 
 

（2）
 
（2）

 
（3）

 
 
（4）
 
 
 
（4）

 
 
（3）

（6）

 
 

(4)
 

5月
6月

7月
 
 

8月
 
9月

 
10月

 
 
11月
 
 
 
12月

 
 
1月
 

2月

 

3月
 
 
 

派遣先派遣月（回数） 内容

助言柴田町（1）6月
訪問先訪問月 内容

ヒアリング35市町村通年

訪問先訪問月 内容

第2回　宮城発これからの福祉を考える全国セミナー
○第1部　被災者支援から地域づくりへ
　【事例発表とディスカッション】
　～被災者支援から地域づくりへどのように展開されてきたのか～
○第2部　10年後、20年後を見据えた地域づくり
　【その1　県内市町村の取組】
　　～県内35市町村、全部お見せします。市町村の取組を映像で
　　紹介！～

　【その2　事例紹介】
　　10年後、20年後を見据えた地域づくり
　　～支え合いの体制づくりを継続・発展させていくために～
○第3部　地域づくりを支援する国・県の取組
　【ディスカッション】
　　～市町村を支援する県の役割と10年後、20年後を見据えた
　　今後の展開について～

539人
仙台市太白区
文化センター

（楽楽楽ホール）

1月26日（金）
10:20～16:50

第１回

日　時 開催場所 出席人数 内容

（ 本 紙 第
15号に報
告記事）

19日
16日
14日
18日
8日
15日

第1回

圏域実施日 開催場所（アドバイザー派遣）出席人数 内　容

○趣旨説明
　「多様な主体が参画した地域の支え合い体制づくりを推進
するために」
○情報交換（グループワーク）
　事前調査結果をもとに、新しい総合事業の実施状況や生活支援
体制整備の進捗状況、協議体と生活支援コーディネーターの役
割、地域課題と生活支援の充実に向けた取り組み、関係機関と
の連携について意見交換を行いました。
○発表・講評
　宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議　運営委員会委員

全圏域 135人

57人

TKPガーデンシティ仙台
(運営委員10人)

宮城県大河原合同庁舎
(運営委員5人)

６月 ９日（金）

仙南
仙台（岩沼）10月26日（木）

80人宮城県仙台合同庁舎
(運営委員5人)第2回

仙台（塩竈）
仙台（黒川）10月27日（金）

79人宮城県登米合同庁舎
(運営委員4人)

石巻
登米

大崎・栗原
気仙沼・本吉

11月 9日（木）

1

2

3

4

5
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宮城県内外の
生活支援コーディネーターおよび協議体の
取り組みを発信しながら、
住民や専門職・関係機関の意識を高め、
最後まで住み慣れた地域で暮らし続ける
社会づくりを目指します。

vol.16
2018.5

住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

住 み 慣 れ た 地 域 で 暮 ら し 続 け る た め の お 宝 探 し 情 報 紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/

CONTENTS

〝お宝”の発掘・見える化を推進
3 MIYAGI の今 30 大衡村

「お宝発見プロジェクト」が照らす体制整備の道筋
先進の地から〈15〉北海道弟子屈町4

第２層協議体設置も視野に、丁寧に準備
2 MIYAGI の今 29 東松島市

2017年度 宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議の
活動報告

6-8

東松島市が2018年1月に開催し、意見交換した「地域支え合い研修会」（詳しくは2頁へ）

　3段階の基本研修と応用講座を実施し、基本研修871人、応用講座477人の計1,348人が受講しました。
生活支援コーディネーター養成研修の開催

　宮城県内外の生活支援コーディネーター及び協議体の
取り組みを発信する情報紙を隔月で発行したほか、事業説
明パンフレット（改訂版）を作成して配布しました。

情報紙「MIYAGIまちづくりと
地域支え合い」の発行

（1）各種団体と連携・協力し、市町村の介護予防・日常生活支援総合事業の円滑な実施に務めました。
（2）研修等への参加等情報収集・情報提供に務めました。その他

★講座8のプロセスを動画で見ることができます。
　宮城県大和町発！「宝物さがしから発表会までの運営手法」を学ぶ！
　https://youtu.be/5P-Btl5szqw

日 程会 場基本研修 受講者数
白石会場：白石市いきいきプラザ

仙台会場：宮城県本町第三分庁舎

大崎会場：宮城県大崎合同庁舎

東松島会場：矢本東市民センター

気仙沼会場：気仙沼市保健福祉事務所

仙台会場：仙台市福祉プラザ

仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：仙都会館

仙台会場：仙都会館

仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：仙都会館

5月19日（金）

6月1日（木）

6月2日（金）

6月22日（木）

6月23日（金）

10月5日（木）

7月11日（火）～12日（水）

11月14日（火）～15日（水）

8月9日（水）～10日（木）

2月5日（月）～6日（火）

9月7日（木）～8日（金）

3月8日（木）～9日（金）

1月18日（木）

46人

75人

62人

70人

105人

62人

70人

61人

69人

88人

58人

82人

23人

研修１

研修２

研修３

研修1-2

特別研修

初級研修

地域福祉コーディネート基礎・
実践研修

生活支援コーディネート
基礎・実践研修

「地域福祉コーディネート基礎・
実践研修」受講のための事前研修

生活支援コーディネーターの
上長の役割と実際

計420人

計131人

計157人

計140人

計23人

日 程会 場応用講座 受講者数

仙台会場：宮城県自治会館

大崎会場：大崎建設産業会館

川崎会場：川崎健康福祉センター

仙台会場：宮城県自治会館

栗原会場：栗原市市民活動支援センター

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：宮城県自治会館

仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：仙都会館

西宮市研修　仙台会場：仙都会館

宝塚市研修　仙台会場：仙都会館

中津市研修　仙台会場：エスポールみやぎ

仙台会場：エスポールみやぎ

大和町で実施
   1月12日大和町「おらほのお宝発表会」
　　会　場：まほろばホール
　　参加者：460人/内町外参加者82人

7月4日（火）

7月25日（火）

9月12日（火）

9月13日（火）

10月3日（火）

2月26日（月）～27日（火）

8月17日（木）

11月2日（木）

11月16日（木）

12月15日（金）

1月16日（火）

2月14日（水）

11月30日（木）

第1回　8月29日（火）
第2回　10月4日（水）
第3回　10月30日（月）
第4回　1月12日（金）

45人

14人

33人

47人

21人

34人

34人

37人

30人

40人

47人

32人

35人

28人

講座1

講座５

講座６

講座３

地域支え合い活動の
発見の仕方・広げ方

講座◎実践編
地域の元気達人養成講座

有償サービスの立ち上げと運営の方法

住民主体で進める支え合いの
地域づくり

講座７ 生活支援コーディネーターの実践交流

講座８ 地域の支え合いの発見と
活性のための体験型講座

生活支援コーディネーターによる
実践報告＆事例検討

講座４ 協議体の立ち上げと運営の方法

講座２ 地域福祉コーディネート中堅研修

計59人

計101人

計34人

計34人

計37人

計30人

計119人

計35人

計28人
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